
氏
８
科
目
の
平
均
点
の
差
る
。

釦
点
未
満
だ
っ
た
。
理
科
專
各
試
験
の
平
均
点
は
、
２
０

４
科
目
で
は
地
学
と
物
理
Ｏ
点
満
点
の
科
目
で
国
語
が
１
－

加
点
以
上
の
差
が
つ
い
た
１
６
．
訂
、
英
語
１
１
８
．
卯
。

一
地
学
の
受
験
者
が
１
－
万
人
別
点
満
点
の
英
語
リ
ス
ー
ラ
グ

ヨ
グ
佃
刷
啓
司
ｒ
前
翁
噌

蕃
の
具
材
と
し
て
使
わ
れ

ケ
ナ
ィ
ぷ
平
年
よ
り
認
％

書
、
訂
豐
た
り
１
４
６
円

裾
巨
万
マ
ベ
ツ
は
弧
％
安

ｚ
人
Ｊ
ネ
ギ
は
皿
％
安

丙
、
そ
ダ
イ
コ
ン
は
別

添
八
○
画
円
と
な
っ
た
。

窓
壁
宋
狩
り
率
が
大
き
か

お
鯛
‐
↑
ス
の
弱
％
安
で
、

店頭Iこ並ぶ暖冬の影響で値下がりしたキャベツや
ダイコンなどの野菜＝22日午後討東輔］練馬区

く
デ
ハ
・
ヨ
ノ
Ｒ
Ｈ
エ
か
ど
こ
』
１
７
Ｖ
Ⅲ
叫
皐
煮
他
『
Ｉ
’

た
在
庫
を
出
荷
し
て
い
る
タ
マ

ネ
ギ
は
４
％
安
に
ど
ど
ま
っ
た
。

‐
農
水
省
に
よ
る
と
、
昨
年
ｎ

月
ご
ろ
か
ら
今
月
に
か
け
て
例

年
よ
り
気
温
が
高
く
、
全
国
的

定
期
検
査
中
の
四
国
電
力
伊

方
原
発
８
号
機
（
伊
方
町
）
で
、

核
分
裂
反
応
を
抑
え
る
制
御
棒

を
原
子
炉
か
ら
誤
っ
て
引
き
抜

く
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ

規
制
委
員
長
「
四
電
心
配
」

伊
方
鬘
ト
ラ
ブ
ル
続
出
苦
言

れ
る
事
態
と
な
り
詞
生
産
者
か

ら
は
「
冬
ら
し
い
寒
さ
に
な
っ

て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
」
と
、

た
め
息
が
漏
れ
る
。

神
奈
川
県
の
農
協
に
よ
る

】
〃
釦
』
』
こ
。
』
ｊ
〃
・
画
剣
１
一
一
一
乃
刷
Ⅲ
叫
勺
〃
肋
吋
？
〒
イ
塾
１
Ｊ
６
８
↑
Ｉ
Ⅱ
卜
」
今
冊

こ
と
に
関
し
、
原
子
力
規
制
委

員
会
の
更
田
豊
志
雪
舅
垂
は
羽

日
、
衷
皐
。
六
本
木
の
原
子
力

規
制
庁
で
あ
っ
た
会
見
で
「
ト

ラ
ブ
ル
が
続
く
こ
と
に
は
何
か

社
会
が
卵
・
船
、
倫
理
筋
・
詔
、

政
治
。
経
済
弱
・
妬
。
理
科
の

専
門
４
科
目
は
物
理
が
趾
・

“
、
化
学
弱
・
羽
、
生
物
記
・

胡
、
地
学
“
・
弘
。
数
学
は
数

四国電力伊方原発でトラブルが
相次いでいることに苦言を呈し
た原子力規制委員会の更田豊志
委員長＝22日午後､東京･六本木

ぱ
き
切
れ
な
い
分
は
塵
宗
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
が
実
情
だ
。

ネ
ギ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

る
千
葉
県
で
は
、
昨
年
秋
の
台

風
被
害
の
影
響
で
出
荷
が
一
時

背
景
が
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
四
国

電
力
を
心
配
し
て
い
る
」
と
苦

言
を
呈
し
た
。

更
田
委
員
長
は
、
制
御
棒
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
「
ま
だ
状

況
や
原
因
は
き
ち
ん
と
触
れ
る

段
階
に
至
っ
て
い
な
い
」
と
説

明
。
運
転
停
止
中
で
核
分
裂
を

抑
え
る
ホ
ウ
酸
濃
度
が
十
分
高

い
状
態
だ
っ
た
が
「
高
い
関
心

を
持
っ
て
い
る
」
と
改
め
て
述

べ
た
。
伊
方
８
号
機
の
運
転
を
差
し

－

》
．
□
し
グ
二
一
℃
Ｊ
１
ノ

家事･育児不十分

育
児
休
業
を
取
得
舌
男
性
の
８
下

鮭
融
猟
場
艫
鴎
轆
瀦
以

こ
と
が
民
間
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
謂

蕊
諦
縣
噸
榊
深
川
巽
即

な
理
由
ｏ
男
性
の
育
休
取
得
が
叫
ぱ
口
胃

蕊
謬
騨
雌
羅
蕊
剛
瀧
川

Ｉ
Ｉ
Ｄ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｂ
ｂ
ｂ
０
●
ｒ
一
口
ｊ
▼
。
■
■
■
■
■
＆
。
。
、
。
、
、
ノ
ロ
づ
』
口
い
つ
二
〃
、
。
ニ
ロ
ノ
金
、
可
１
苧
Ｉ
〃
ヴ
ヘ
Ｉ
院
、
、

同
県
の
農
協
関
係
者
は
「
こ

の
先
も
暖
冬
が
続
け
ば
在
庫
が

積
み
上
が
り
、
価
格
上
昇
は
見

込
め
な
い
。
先
行
き
は
厳
し
い
」

と
話
し
た
。

０
１
“
ｑ
Ｏ
グ
『
■
毛
・
卓
。
ｊ
口

雛
那
轤
悪
撫
似
避

す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
前
置
一

き
し
つ
つ
「
（
新
規
制
基
準
に

基
づ
き
）
伊
方
８
号
機
の
原
子

炉
設
置
変
更
許
可
は
十
分
審
査

し
て
お
り
、
適
正
な
判
断
だ
っ

た
」
と
強
調
。
佐
田
岬
半
島
沿

岸
で
の
今
後
の
詳
細
な
活
断
層

調
査
を
求
め
る
記
述
が
あ
り
、

仮
処
分
決
定
の
論
拠
の
一
つ
と

な
っ
た
中
央
構
造
線
断
層
帯
長

期
評
価
（
第
２
版
）
に
つ
い
て

「
許
可
後
に
出
た
も
の
で
、
新

知
見
に
当
た
る
か
を
検
討
し
た

が
、
元
の
判
断
を
覆
す
事
実
で

は
な
か
っ
た
」
ど
し
た
。

火
山
の
降
灰
に
は
「
想
定
を

上
回
る
降
灰
で
全
電
源
を
失
っ

て
も
、
四
国
電
力
か
ら
数
日
間

一
は
原
子
炉
を
安
定
し
た
状
態
を

子
ど
も
が
い
る
女
性
８
８
９
９
人
か

ら
回
答
を
得
た
。

夫
が
育
休
を
取
得
し
た
５
０
８
人

に
家
事
・
育
児
時
間
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
「
１
時
間
以
下
」
「
１
時
間
超

２
時
間
以
下
」
が
計
躯
・
８
％
だ
っ

た
。
最
多
は
８
時
間
超
５
時
間
以
下

の
訓
・
９
％
・

自
田
記
述
で
は
「
家
事
を
し
て
こ

●
■
吾

の
費
用
を
分
担
す
る
方
針
で
協

議
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
翠
日

ま
で
に
分
か
っ
た
。

｜

関
係
者
に
よ
る
と
約
妬
億
８

千
万
円
の
う
ち
県
が
債
務
な
ど

保
て
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

大
規
模
な
降
灰
は
長
く
て
型
時

間
な
の
で
直
ち
に
原
発
を
不
安

定
に
導
く
わ
け
で
は
な
い
と
確

認
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

饗
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

二
厘
接
的
な
影
響
が
あ
る
と
は

考
え
て
い
な
い
」
と
の
認
識
を

示
し
た
。
四
電
に
対
し
「
自
ら

の
施
設
の
安
全
を
説
明
す
る
機

会
が
な
か
っ
た
の
か
、
ち
や
和

と
説
明
し
な
か
っ
た
の
か
多
少

奇
っ
怪
に
思
う
」
と
し
「
国
の

要
求
は
必
要
最
低
限
に
す
ぎ
な

い
。
電
力
各
社
は
国
の
お
墨
付

き
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自
ら

の
施
設
の
安
全
性
を
一
人
称
で

語
れ
る
よ
う
に
向
か
う
の
で
な

い
か
」
と
見
通
し
た
。（
武
田
亮
）

仮
処
分
決
定
が
規
制
委
に
影

一

■
■
胆

万』県
民
性
に
焦
点
を
当
て
辛
僧

の
認
知
度
向
上
戦
略
「
ま
じ
蝪

え
ひ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、

コ
ユ
『
エ
夫
ワ
ム
可
イ
『
、
雪
．
、
ノ
ゴ
ア
、
房
、
／
《

スポーツ支える人焦点

HP更新や｢賞｣創設

｜
県
「
ま
じ
め
一
言


